
米子市立啓成小学校（鳥取県）リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-１

【取組内容①】個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実を目指すための、ICT活用を明確に位置づけた授業づくりドレットを

本校では、研究主題をもとにした仮説の検証に向
けて、左記のようなワークシートをもとに授業づく
りを進めている。
その際、授業づくりの視点の１つとして、「個別

最適な学び・協働的な学びの実現」をキーワードと
して挙げている。下記は本校で共通理解している
「個別最適な学び、協働的な学び」のイメージであ
る。これらを両輪で、一体的に充実させていくこと
を目指している。

個別最適な学び・協働的な学びの一体的な充実イメージ

次ページは、授業事例

本校の校内研究について



米子市立啓成小学校（鳥取県）リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-２

６年生算数科の実践より

【取組内容①】個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実を目指すための、ICT活用を明確に位置づけた授業づくりドレットを

実際に指導案を作成する際には、下記のように視点に対する具体的
な記述を行った。本時は共同編集可能な学習支援ソフトを活用した。

課題解決に向けて、クラウド上に自分
の情報を発信する様子。

直接やりとりした方が良いことについ
ては、自由に友達のところにいって一
緒に解決しようとする姿が見られた。

【現時点における成果】
クラウド環境上の学習支援ソ
フトを活用することで、全体で
の解決の時間をとらなくても、
必要な時に必要な情報を共有す
ることができた。
また、解決に向けての必要な
情報（立式についてや、大切な
考え方等）が記録として残るの
で、いつでも紹介したり、参照
したりすることができた。


